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第１号
徳島市国府小学校

日頃は、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。

さて、学校長が作成する「国府小学校だより」は、学校の様子や考えを保護者や地域

の皆様に積極的に発信し、相互理解を深めるための手立ての一つとして、大変重要なも

のであると考えています。その「国府小学校だより」の今年度第１号の発行が、ようや

くできました。今後は２号、３号とどんどん発行して参りたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。

国府小学校だよりの“愛称”を「ウェルビーイング」としました。最近、よく聞くよ
うになってきた言葉ですが、ウェルビーイングとは、「ｗｅｌｌ(よい）」と「ｂｅｉｎ

ｇ(状態)」が組み合わさった言葉で、「心身ともに満たされた善い（良い）状態」のこ
とを言います。

ところで、国府小学校は、今から１４９年前の明治８年に、「至善小学校」として開
校したことに始まります。「至善」とは、中国の昔の書物の中に出てくる言葉だそうで

す。「至」とは他と比べようのないくらいトップであること、「善」とは善い（良い）こ

とで、「至善」とは「最高の良い状態」。その最高の良い状態をキープしよう、さらに高
めようという意味があるそうです。

つまり、「ウェルビーイング ＝ 至善」 ウェルビーイングの考え方は、１５０年も
の昔から国府小学校の先輩方の中に息づいてきている考え方なんですね。

「国府小学校だより」の発行を通じて、子どもたちの心と身体も良好な状態、「幸福」
を目指したいと思い、この愛称をつけました。よろしくお願いします。

◇こんな国府小学校をめざしています。
○学校教育目標

－ゆたかさ・たしかさ・しなやかさをもち

共に高め合いながら主体的に生きる児童を育成する－

○めざす児童像

「豊かな心をみがく児童｣ ｢確かな学力をもつ児童｣ ｢しなやかな体づくりに励む児童｣

～「知」「徳」「体」の調和のとれた子どもを育てたいと思っています。

○めざす学校像

『楽しい学校』･･･ ｢子どもたちの笑顔がいっぱい」｢今日も学校に来てよかったな｣

『あたたかい学校』･･･ 「あいさつがあふれる」「いじめを許さない」

『美しい学校』･･･ 「周りの人への感謝」「主体的な清掃やボランティア」

☆保護者の方の応援や協力をどうぞよろしくお願いします。



◇家庭訪問、ＰＴＡ授業参観並びに総会、大変お世話になりました
今年度、久しぶりに家庭訪問を実施させていただきました。担任が年度初めに、ご家

庭を訪問し、通学路を把握できたことは、緊急時に備え、貴重な機会となりました。ま

た、お子さんの家庭での様子や、健康面、学習面、交友関係等について、保護者の方か

ら教えていただいたことは、各学級での今後の指導に生

かしてまいります。

４月２７日のＰＴＡ授業参観並びに総会では、本当に

たくさんの保護者の皆様にお越しいただき、ありがとう
ございました。学校に対する期待の大きさ、関心の高さ

を改めて実感しました。

◇体育館で、久しぶりの「児童朝会」を行いました！
５月１０日（金）、コロナのためにしばらくできていなかった全校児童が体育館に入

っての「児童朝会」を行いました。職員の中にも、国府小での体育館朝会を経験したこ

とがないものも多数いるため、体育館
への入退場や児童が座るスペース等、

心配する声もあったのですが、子ども
たちは静かに整然と入退場し、狭すぎ

ることなく座ることができ、思ってい
た以上にやってよかったなと感じまし

た。

今後、毎月第一金曜日に体育館朝会
をすることに加え、集会活動等で全校が一同に体育館に集まって活動する機会も増やし

ていきたいと考えています。

◇「１年生を迎える会」がありました！
朝会に引き続いて、「１年生を迎える会」を行いました。児童会の進行で進められ、「新

聞の贈呈」では、２年生から６年生までが作った国府小のいろいろな楽しいことを紹介

する「ようこそ国小へ新聞」が１年生の代表に贈られました。「１年生のあいさつ」で
は、お兄さんやお姉さんに向かって１年生全員で、「よろしくお願いします！」と声を

合わせて元気に挨拶ができました。


